
 

事例 1-1-1：株式会社井口一世 

「徹底した実力主義と職場環境の整備により、女性の活躍を推進する企業」 

 

 5 
埼玉県所沢市の株式会社井口一世（従業員 45名、資本金 9,500万円）は、2001年創業の精密板金加工業者であ

る。同社は、独自の板金加工技術による金属加工の「金型レス」化を武器に、顧客の初期費用の大幅な削減と開

発期間の短縮を実現している。「既存技術にとらわれないものづくり」を目指す同社は、製造業では珍しく、従業

員の約 6割、管理職の約６割を女性が占めるなど、女性が活躍する場を提供している企業である。 

現状では、毎年５名程度の新卒採用を行う同社であるが、創業当初は、製造現場は３K（きつい、汚い、危険）10 
のイメージや、職人、理系、男性社会といったイメージも強く、人材確保が困難であった。そこで同社では、も

のづくりの経験や技術の有無、性別を問わない採用方針への転換を行った。また、多様な人材に活躍の場を提供

するため、実力主義に基づく平等な評価の徹底と、CADや検査技能の習得といったスキル取得など自発的な学びの

推奨を行っている。さらに、少人数での事業運営のため、全従業員の「多能工（マルチスキル）化」にも取り組

んでいる。 15 
同社では、性別や年齢に関係ない平等な評価を徹底するために、全従業員共通のスキルマップを導入・活用し

ている。これは、全従業員が「マルチスキル」となることを目標とする同社ならではの取組であり、職種に縛ら

れないスキルの取得も評価の対象とされている。新しいスキルを取得するたびに、毎月昇給のチャンスが与えら

れるなど、従業員のモチベーション向上にもつながっている。また、職域を限定しない、個人の適性に合わせた

ジョブローテーションも実施するなど、マルチスキル化による強い組織作りを目指している。 20 
実力主義を徹底した結果、パートから正社員に登用され、育児休暇を経た後に役員に昇格した女性社員も誕生

している。この役員の存在は、育児休暇の取得や時短勤務にかかわらず、平等に評価されている実例として、社

員のモチベーション向上に寄与しているという。また、マルチスキル化が進んだことで、残業時間（所定外労働

時間）の削減にも成功。2016年度は月平均 35時間だったものが、2019年では 23時間となっている。そのほか、

休暇も取りやすくなり、急な家庭の事情による早退や遅刻にも柔軟に対応できるようになったという。 25 
 また、女性が働きやすい職場環境の整備にも注力している。事業所の設計に当たってはラボをイメージした白

を基調とした内装にし、工場内の段差を低くするなど女性の体格を考慮したデザインも心掛け、清潔感のあるト

イレや更衣室も整備。保育施設の設置も検討中だという。さらに制度面では、育児休業からの復職支援や、社内

SNSを活用した残業時間の見える化にも取り組んでおり、ワーク・ライフ・バランスの向上を推進している。 

 同社の井口一世社長は、「年齢や職種にとらわれず、常に向上心を持って学習する姿勢を社員に求めている。『世30 
界のだれもできないことをしよう、世界一になろう』をスローガンに、社員とともにものづくりを極めていきた

い。」と語る。 
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社屋外観 
女性社員が機械を操作する様子 

コラム 1-1-2④図は、外国人材の受入意向別に見た、外国人材の受入体制の整備状

況である。これを見ると、外国人材を「すでに受け入れている」企業の約７割は、「す

でに体制を整えている」としている。これに対して、外国人材を「受け入れたい」企

業では、受入体制を「すでに整えている」と回答した企業は 5.3％で、「まだ体制を整

えていないが、整備する予定」と回答した企業が 42.7％となっている。また、「まだ5 
体制を整えておらず、整備する予定もない」と回答した企業は 24.9％という結果とな

った。 

 

＜コラム 1-1-2④図＞ 
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令和元年度（2019年度）の中小企業の動向 第1部
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